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一　

は
じ
め
に

筆
者
は
、
前
稿
「
杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」 

― 「
春
望
」
私
考
―（
１
）

」
に
お
い
て
、
杜
甫
「
春
望
」
詩
（
〇
一
四
八（
２
））
に
お
け
る

「
花
」
と
「
鳥
」
の
形
象
に
つ
い
て
、
以
下
の
解
釈
の
追
加
に
つ
い
て
些
か
提
言
し
た
︒
即
ち
、
従
来
は
概
ね
作
詩
当
時
に
杜
甫
が
偶
々

長
安
で
見
か
け
た
春
の
実
景
を
描
い
た
以
上
に
は
解
釈
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
時
間
は
二
年
ほ
ど
前
後
す
る
も
の
の
、「
憶
弟

二
首
其
二
」（
〇
二
四
九
）
に
表
現
す
る
「
故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛
」
の
酷
似
表
現
に
依
拠
す
れ
ば
、
杜
甫
に
お
い
て
は
、「
花
」

と
「
鳥
」
は
、
実
は
杜
甫
一
族
が
団
欒
し
、
今
は
生
別
不
明
と
な
っ
て
い
る
少
年
時
代
の
故
郷
で
の
甘
モ
な
生
活
を
回
憶
し
、
杜
甫
の

深
い
家
族
愛
を
象
徴
す
る
キ
モ
ワ
モ
ド
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
︒
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
六
が
、「
花
発
鳥

飛
、
即
濺
涙
傷
心
意
︒」
と
し
て
、「
春
望
」「
憶
弟
二
首
其
二
」
両
詩
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
の
も
こ
の
点
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
︒

本
稿
は
、
前
稿
の
視
点
を
踏
ま
え
、
対
象
を
杜
甫
詩
全
体
に
敷
衍
し
て
、
杜
甫
詩
に
現
れ
た
数
多
く
の
内
乱
で
行
方
不
明
と
な
っ
た

家
族
を
心
配
す
る
そ
の
他
多
数
の
兄
弟
回
憶
詩
に
つ
い
て
個
別
に
分
析
し
、
杜
甫
の
戦
下
に
お
け
る
家
族
愛
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
た

も
の
で
あ
る
︒
更
に
、
そ
の
晩
年
の
畢
生
の
大
旅
行
に
は
杜
甫
の
二
弟
、
二
子
も
同
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
今
日
に
伝
わ
る
所

謂
「
杜
甫
詩
集
」
の
成
立
と
構
成
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
推
察
し
、
ま
た
二
十
代
以
前
の
杜
甫
の
詩
文
の
伝
承
が

今
日
殆
ど
無
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
困
難
な
が
ら
言
及
を
試
み
た
︒
数
多
い
杜
甫
詩
研
究
論
考
に
お
い
て
、
望
郷
や
兄
弟
愛
に
つ

竹　

村　

則　

行

杜
甫
の
「
望
郷
」
と
兄
弟
愛
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い
て
論
究
し
た
先
行
論
文
は
多
数
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
︒
類
似
す
る
先
行
研
究
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
諸
般
の
事
情

か
ら
そ
れ
ら
の
検
討
は
甚
だ
手
薄
で
あ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
な
が
ら
予
め
白
状
す
る
︒
ま
た
関
連
詩
篇
を
列
挙
す
る
以
下
の
二
章
に
お

い
て
、
説
明
の
必
要
上
、「
春
望
」「
憶
弟
其
二
」
の
作
詩
時
期
、
内
容
、
特
徴
そ
の
他
に
つ
い
て
は
筆
者
の
前
稿
と
重
複
す
る
こ
と
も

ご
容
赦
願
い
た
い
︒

二　

春
望　
（
春
望
、
〇
一
四
八
）

國
破
山
河
在　

城
春
草
木
深 

　

国
破
れ
て
山
河
在
り　

城
春
に
し
て
草
木
深
し

感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心 
　

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺そ
そ

ぎ　

別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

烽
火
連
三
月　

家
書
抵
萬
金 
　

烽
火　

三
月
に
連
な
り　

家
書　

万
金
に
抵あ
た

る

白
頭
搔
更
短　

渾
欲
不
勝
簪 

　

白
頭　

掻
け
ば
更
に
短
く　

渾す

べ
て
簪
に
勝た

へ
ざ
ら
ん
と
欲
す

︻
説
明
︼

①
時
期
・
場
所
・
年
齢
︙
︙
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
晩
春
三
月
︒
四
十
六
歳
︒
長
安
︒

②
内
容
︙
︙｢

感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心｣

と
は
、
次
に
挙
げ
る｢

憶
弟
其
二｣

に
同
様
に｢

故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛｣

と
回

憶
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仮
に
杜
甫
が
長
安
で
実
際
に
見
聞
き
し
た
晩
春
の
花
、
鳥
の
声
を
契
機
に
し
て
詠
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
主
要

な
関
心
は
杜
甫
が
曽
て
少
年
時
代
に
洛
陽
の
陸
渾
荘
で
一
族
揃
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
た
少
年
時
代
の
日
々
を
思
い
出
し
て
、
深
い
感
慨

に
捉
わ
れ
て
書
い
た
も
の
と
考
え
る
︒
こ
の
点
、
従
来
の
大
方
の
解
釈
は
、
愛
国
詩
人
杜
甫
の
面
目
を
強
調
す
る
余
り
、
青
少
年
時
代

の
追
憶
と
の
結
び
つ
け
が
薄
弱
な
の
で
は
な
い
か
︒
当
時
の
杜
甫
に
亡
国
の
惨
状
を
実
見
し
た
愛
国
の
情
念
が
沸
き
上
が
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
が
、
杜
甫
の
目
下
の
解
決
す
べ
き
急
務
は
今
日
明
日
の
生
活
の
工
面
、
戦
乱
で
離
散
し
た
一
族
の
再
会
を
実
現
す
る
こ

と
で
は
な
か
っ
た
か
︒

③
特
徴
︙
︙
時
に
杜
甫
は
安
禄
山
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
長
安
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
︒
妻
子
は
こ
れ
よ
り
早
く
北
方
郊
外
の
鄜
州
に
疎
開

さ
せ
て
お
り
、
杜
甫
―
妻
子
は
分
離
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
た
︒「
家
書
抵
万
金
」
と
は
、
遠
く
離
れ
た
家
人
（
妻
）
か
ら
の
書

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号

2



簡
が
戦
乱
の
為
に
得
難
く
な
っ
て
い
た
状
況
を
指
し
て
お
り
、
杜
甫
の
家
族
を
思
う
心
情
を
吐
露
し
た
表
現
で
あ
る
︒
杜
甫
の
遠
地
に

あ
る
妻
へ
の
思
い
は
、
そ
の
前
年
に
詠
ま
れ
た
「
月
夜
」
詩
（
〇
一
四
一
）
に
も
、

今
夜
鄜
州
月　

閨
中
只
獨
看 

　

今
夜
鄜
州
の
月　

閨
中
只
だ
独
り
看
る
な
ら
ん

と
し
て
、
家
族
と
し
て
の
妻
を
、
そ
れ
ま
で
の
六
朝
貴
族
文
学
史
上
の
閨
中
の
観
念
で
な
い
、
新
鮮
な
眼
で
詠
ん
で
い
る
︒

三　

憶
弟
二
首
其
二　
（
弟
を
憶
ふ
二
首
其
の
二
、
〇
二
四
九
）

続
い
て
「
憶
弟
二
首
其
二
」
は
、
戦
乱
に
よ
っ
て
別
離
し
た
兄
弟
を
思
う
詩
で
あ
る
︒
詩
中
に
、
花
・
鳥
に
関
す
る
酷
似
し
た
表
現

が
あ
る
︒

且
喜
河
南
定　

不
問
鄴
城
圍 

　

且か

つ
喜
ぶ　

河
南
定
ま
れ
る
を　

鄴
城
の
囲
ま
る
る
は
問
は
ず　
　
　
　

百
戰
今
誰
在　

三
年
望
汝
歸 

　

百
戦　

今
は
誰
か
在
る　

三
年　

汝
の
帰
る
を
望
む
な
り

故
園
花
自
發　

春
日
鳥
還
飛 

　

故
園　

花
は
自
お
の
づ
か

ら
発さ

き　

春
日　

鳥
は
還な

ほ
飛
ぶ

斷
絶
人
煙
久　

東
西
消
息
稀 

　

人
煙　

断
絶
し
て
久
し
く　

東
西　

消
息
稀
な
り

︻
説
明
︼

こ
の
詩
は
乾
元
二
年 (

七
五
九) 

作
︒
即
ち
「
春
望
」
よ
り
二
年
後
の
作
品
で
あ
る
︒
杜
甫
四
十
八
歳
の
同
じ
春
に
洛
陽
の
別
荘
陸

渾
荘
に
於
い
て
詠
ま
れ
た
︒
注
目
す
べ
き
は
、
原
注
に
「
時
に
帰
り
て
河
南
の
陸
渾
荘
に
在
り
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
︒
陸
渾
荘
は
十

八
年
前
、
天
下
「
壮
遊
」（
〇
九
五
五
）
を
終
え
た
三
十
歳
の
杜
甫
が
、「
三
十
に
し
て
立
つ
」
べ
く
、
楊
氏
と
の
婚
姻
を
機
に
新
築
し

た
杜
家
一
族
の
団
欒
の
拠
点
で
あ
る
︒
間
も
な
く
杜
甫
が
生
涯
漂
白
の
旅
に
出
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
杜
甫
は
旅
立
ち
の
直
前
、
当
時

既
に
無
人
で
あ
っ
た
思
い
出
深
い
陸
渾
荘
に
別
れ
を
告
げ
に
来
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
︒｢

三
年
汝
の
帰
る
を
望
む｣

の｢

汝｣

と
は
、

安
禄
山
の
乱
に
よ
っ
て
音
信
不
通
と
な
っ
て
い
た
直
ぐ
下
の
実
弟
杜
穎
で
あ
る
（
後
に
無
事
に
山
東
の
役
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
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明
し
た
︒
後
述
）︒「
故
園
」
は
洛
陽
に
建
て
た
一
族
の
別
荘
陸
渾
荘
を
指
す
︒
杜
甫
が
山
東
の
杜
穎
に
対
し
て
、“
我
々
杜
一
家
の
懐
か

し
い
陸
渾
荘
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
春
に
は
モ
し
い
花
が
咲
き
、
空
に
は
春
の
鳥
が
飛
ん
で
い
る
よ
（
早
く
一
族
が
再
会
し
て
昔
の
よ
う

に
団
欒
し
た
い
も
の
だ
）”
と
呼
び
か
け
る
構
図
で
あ
る
︒
し
て
み
れ
ば
、
杜
甫
に
と
っ
て｢

春
の
花
が
咲
き
、
鳥
が
飛
ぶ｣

楽
園
と

は
、
第
一
に
そ
の
少
年
時
に
一
族
が
楽
し
く
団
欒
し
た
洛
陽
の
思
い
出
の
象
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
詩
は
、｢

春
望｣

か
ら
二

年
後
、
故
郷
の
洛
陽
を
後
に
す
る
際
、
も
う
三
年
も
行
方
不
明
の
下
の
弟
の
身
を
案
じ
て
回
顧
し
た
詩
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
︒

四　

得
舍
弟
消
息　
（
舍
弟
の
消
息
を
得
た
り
、
〇
二
一
六
）

風
吹
紫
荊
樹　

色
與
春
庭
暮 
　

風
は
吹
く　

紫
荊
樹　

色
は
春
庭
と
暮く

る

花
落
辞
辭
枝　

風
廻
返
無
處 
　

花
は
落
ち
て
故
枝
を
辞
し　

風
は
廻め
ぐ

り
て
返
る
に
処と
こ
ろ無
し

骨
肉
恩
書
重　

漂
泊
難
相
遇 

　

骨
肉　

恩
書
重
し　

漂
泊
し
て　

相
遇
ふ
こ
と
難
し

猶
有
涙
成
河　

經
天
復
東
注 

　

猶
ほ
涙
の
河
を
成
し　

天
を
経
て
復
た
東
に
注
ぐ
有
り

︻
説
明
︼

『
杜
甫
詩
集
』
に
は
、
こ
の
詩
と
同
題
の
詩
を
四
篇
収
め
る
︒
本
稿
で
は
、
第
四
（
〇
二
一
六
）、
五
章
（
〇
二
五
〇
）
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
検
討
す
る
︒
本
詩
は
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
長
安
で
の
作
品
︒
杜
甫
四
十
八
歳
︒
時
に
粛
宗
治
下
、
長
安
で
左
拾
遺
に
任
じ
て

い
た
︒
第
一
二
句
に
、
長
安
で
宮
官
に
就
い
た
安
堵
感
が
滲
む
︒
杜
甫
自
身
は
粛
宗
下
で
官
吏
と
な
っ
て
お
り
、「
紫
荊
樹
」・「
春
庭

暮
」
等
の
詩
語
に
宮
中
の
官
吏
た
る
安
堵
感
が
滲
む
︒

五　

得
舍
弟
消
息　
（
舍
弟
の
消
息
を
得
た
り
、
〇
二
五
〇
）

亂
後
誰
歸
得　

他
鄕
勝
故
鄕 

　

乱
後
誰
か
帰
る
を
得
ん　

他
郷
は
故
郷
に
勝
ら
ん
や

直
爲
心
厄
苦　

久
念
與
存
亡 

　

直た

だ
心
の
厄
苦
す
る
を
為
す
の
み　

久
し
く
念
ふ　

存
亡
を
与と
も

に
せ
し
を
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汝
書
猶
在
壁　

汝
妾
既
辭
房 

　

汝
が
書
は
猶
ほ
壁
に
在
り　

汝
が
妾
は
既
に
房
を
辞
す

舊
犬
知
愁
恨　

垂
頭
傍
我
牀 

　

旧
犬
は
愁
恨
を
知
り　

頭か
う
べを

垂
れ
て
我
が
床
に
傍そ

ふ

︻
説
明
︼

舎
弟
は
、
杜
甫
の
す
ぐ
下
の
実
弟
杜
穎
を
指
す
︒
作
詩
場
所
は
前
詩
（
三
）
に
同
じ
︒
戦
乱
中
に
音
信
が
絶
え
た
︒
後
に
山
東
の
役

人
と
し
て
無
事
で
あ
る
事
を
聞
き
、
安
堵
す
る
一
方
、
杜
穎
に
な
つ
い
て
い
た
愛
犬
や
侍
モ
の
行
方
に
ま
で
配
慮
し
た
詩
で
あ
り
、
杜

甫
の
実
弟
へ
の
愛
情
が
具
体
的
に
滲
み
出
た
詩
で
あ
る
︒
第
二
句
「
他
郷
は
故
郷
に
勝
ら
ん
や
」
か
ら
す
る
と
、
杜
甫
は
実
弟
の
山
東

就
職
の
知
ら
せ
に
安
堵
す
る
一
方
、
今
後
彼
が
異
郷
の
山
東
に
居
つ
き
、
永
遠
に
洛
陽
に
帰
郷
し
な
い
新
た
な
心
配
が
生
じ
た
も
の
と

解
釈
す
る
︒

六　

恨
別　
（
別
れ
を
恨
む
、
〇
四
二
〇
）

洛
城
一
別
四
千
里 

　

洛
城
に
て
一
別
し
て　

四
千
里

胡
騎
長
驅
五
六
年 

　

胡
騎　

長
駆
し
て　

五
六
年

草
木
變
衰
行
劍
外 

　

草
木
変
衰
す
る
な
か　

剣
外
を
行
き

兵
戈
阻
絶
老
江
邊 

　

兵
戈
に
阻
絶
さ
れ　

江
辺
に
老
ゆ

思
家
歩
月
淸
宵
立 

　

家
を
思
ひ
て
は　

月
に
歩
み　

清
宵
に
立
ち

憶
弟
看
雲
白
日
眠 

　

弟
を
憶
ひ
て
は　

雲
を
看
て　

白
日
に
眠
る

聞
道
河
陽
近
乘
勝 

　

聞き
く
な
ら道
く　

河
陽
は
近
ご
ろ
勝
ち
に
乗
ず
と

司
徒
急
爲
破
幽
燕 

　

司
徒　

急
ぎ
為
に
幽
燕
を
破
れ

︻
説
明
︼

制
作
年
、
制
作
地
は
上
元
元
年
（
七
六
〇
）、
成
都
︒
杜
甫
四
十
九
歳
︒
制
作
し
た
の
は
晩
年
だ
が
、
中
に
洛
陽
を
後
に
し
た
苦
難
の

歴
史
を
回
顧
す
る（

３
）︒

杜
甫
の
「
望
郷
」
と
兄
弟
愛
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乾
元
二
（
七
五
九
）
年
、
四
十
八
歳
の
杜
甫(

七
一
二
~
七
七
〇)

は
、
家
族
と
共
に
故
郷
の
洛
陽
に
別
れ
を
告
げ
、
中
国
西
北
方

へ
向
か
っ
て
苦
難
に
満
ち
た
大
旅
行
を
開
始
す
る
︒
直
接
の
原
因
は
、
四
年
前
の
安
禄
山
の
乱
や
引
き
続
い
て
起
こ
っ
た
一
帯
の
大
飢

饉
等
に
よ
っ
て
、
生
活
の
基
盤
が
失
わ
れ
た
事
に
よ
る
が
、
実
際
の
事
情
は
良
く
分
か
ら
な
い
︒
杜
甫
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
全
て
の

住
人
に
降
り
か
か
っ
た
自
然
と
人
事
の
大
災
害
を
、
杜
甫
は
と
も
か
く
西
北
郊
外
へ
の
避
難
に
よ
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
︒
単
な
る

飢
饉
な
ら
ば
、
当
時
既
に
開
通
し
て
い
た
大
運
河
等
を
利
用
し
て
、
江
南
へ
の
回
避
も
現
実
的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
当
時
杜
甫
は
、

至
徳
元
載
、
北
方
寧
夏
の
霊
武
に
於
い
て
即
位
し
、
甘
粛
鳳
翔
に
滞
在
中
の
粛
宗
治
下
に
お
い
て
、
左
拾
遺
を
拝
命
し
て
お
り
、
一
家

挙
げ
て
の
西
北
方
に
向
け
て
の
洛
陽
脱
出
は
、
当
然
そ
の
左
拾
遺
の
役
職
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
多
く
人
は
自

ら
の
青
少
年
時
を
華
モ
に
追
憶
し
が
ち
で
あ
る
が
、
ま
し
て
内
乱
で
そ
の
生
存
す
ら
も
定
か
で
な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
、
痛
念
の
深
刻

さ
は
想
像
を
絶
す
る
︒
や
っ
と
の
思
い
で
成
都
に
到
着
し
た
杜
甫
が
親
族
の
苦
難
を
思
い
、
昼
夜
が
逆
転
す
る
ほ
ど
の
深
刻
な
悩
み
に

陥
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
︒ 
此
の
詩
は
、
故
郷
の
洛
陽
で
親
族
に
別
れ
を
告
げ
、
二
千
㎞
離
れ
た
四
川
成
都
に
と
も
か
く
落
ち
着
い

た
後
、
戦
乱
の
中
で
行
方
知
ら
ず
と
な
っ
た
実
弟
杜
穎
の
無
事
を
祈
る
“
家
長
”
杜
甫
の
心
配
が
露
わ
で
あ
る
︒
第
五
六
句
「
思
家
歩

月
清
宵
立　

憶
弟
看
雲
白
日
眠
」
と
は
、
連
日
の
強
行
日
程
や
行
方
不
明
の
下
の
弟
の
安
否
不
安
で
、
ノ
イ
ロ
モ
ゼ
状
態
で
あ
っ
た
当

時
の
杜
甫
の
精
神
状
態
を
リ
ア
ル
に
表
現
す
る
︒

七　

月
夜
憶
舎
弟　
（
月
夜
舎
弟
を
憶
ふ
、
〇
三
〇
四
）

戌
鼓
斷
人
行　

邊
秋
一
雁
聲 

　

戌
鼓　

人
行
断
え　

辺
秋
一
雁
の
声　
　
　

露
從
今
夜
白　

月
是
故
鄕
明 

　

露
は
今
夜
よ
り
白
く　

月
は
是
れ
故
郷
の
ご
と
く
明
ら
か
な
り

有
弟
皆
分
散　

無
家
問
死
生 

　

弟
有
る
も
皆
分
散
し　

家ひ
と

の
死
生
を
問
ふ
無
し

寄
書
長
不
達　

況
乃
未
休
兵 

　

書
を
寄
す
る
も
長
く
達
せ
ず　

況
や
乃
ち
未
だ
兵
を
休
め
ざ
る
を
や

︻
説
明
︼

秋
の
夜
空
に
仄
見
え
る
月
を
眺
め
つ
つ
、
戦
乱
で
連
絡
が
つ
か
な
い
弟
た
ち
を
思
い
遣
っ
て
詠
ん
だ
詩
︒
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
七
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月
一
日
、
秦
州
（
甘
粛
天
水
）
で
の
作
︒
杜
甫
四
十
八
歳
︒
秦
州
（
天
水
）
は
湧
水
に
恵
ま
れ
た
シ
ル
ク
ロ
モ
ド
東
方
の
オ
ア
シ
ス
都

市
︒
洛
陽
を
後
に
し
た
杜
甫
一
行
は
、「
三
吏
三
別
」
に
描
か
れ
た
民
人
の
苦
難
を
自
分
も
共
に
経
験
し
、
続
く
同
谷
県
で
も
極
限
の
苦

難
を
味
わ
っ
た
が
、
天
水
で
は
飲
水
に
限
れ
ば
比
較
的
潤
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
舎
弟
は
二
弟
杜
穎
、
三
弟
杜
豊
︒
四
弟
の
杜
占
は
杜
甫
に

同
行
し
て
い
た
︒

第
三
句
「
露
従
今
夜
白　

月
是
故
郷
明
」
と
は
、
季
節
は
今
日
か
ら
白
露
と
な
る
が
、
夜
空
の
月
は
弟
た
ち
の
い
る
故
郷
の
洛
陽
で

も
同
じ
く
出
て
お
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
見
て
旅
先
の
杜
甫
を
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
の
意
︒
但
し
七
月
一
日
の
月
は
新
月
︒
こ
こ
は

杜
甫
の
詩
内
容
の
変
換
が
見
ら
れ
る
︒

第
五
六
句
「
有
弟
皆
分
散　

無
家
問
生
死
」
と
は
、
杜
甫
の
二
弟
の
杜
穎
や
杜
豊
、
そ
の
他
の
堂
弟
た
ち
も
今
は
み
な
分
散
し
て
行

方
不
明
と
な
り
、
安
否
の
尋
ね
よ
う
も
無
い
、
の
意
︒「
家
」
は
「
人
」
を
表
す
軽
い
敬
語
で
あ
り
、
家
屋
の
意
で
は
な
い
︒
な
お
、
本

詩
の
総
合
的
な
解
釈
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典（
４
）』
に
詳
し
い
︒

八　

乾
元
中
、
寓
居
同
谷
縣
、
作
歌
七
首
其
三　

 

　
　
（
乾
元
中
、
同
谷
県
に
寓
居
し
、
歌
七
首
を
作
る　
其
の
三
、
〇
三
六
六
）

有
弟
有
弟
在
遠
方 

　
　

弟
有
り　

弟
有
り　

遠
方
に
在
り

三
人
各
痩
何
人
強 

　
　

三
人
と
も
各
各
痩
せ
て　

何
人
か
強
か
ら
ん

生
別
展
轉
不
相
見 

　
　

生
別
展
転
と
し
て
相
見ま
み

え
ず

胡
塵
暗
天
道
路
長 

　
　

胡
塵
天
に
暗
く　

道
路
は
長
し

東
飛
駕
鵝
後
鶖
鶬 

　
　

東
に
駕
鵝
飛
び　

後
に
は
鶖
鶬

安
得
送
我
置
汝
傍 

　
　

安
ん
ぞ
我
を
送
り
て
汝
が
傍
に
置
か
ん

嗚
呼
三
歌
兮
歌
三
發 

　

嗚
呼　

三
歌
せ
ん　

歌
は
三
た
び
発
す

汝
歸
何
處
收
兄
骨 

　
　

汝
帰
ら
ば　

何
処
に
か
兄
の
骨
を
収
め
ん　

杜
甫
の
「
望
郷
」
と
兄
弟
愛
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︻
説
明
︼

乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
同
谷
県
（
甘
粛
）︒
七
首
連
作
の
一
︒
杜
甫
四
十
八
歳
︒
そ
の
一
は
厳
寒
の
中
、
白
髪
頭
の
杜
甫
が
生
活
の

為
に
野
猿
同
様
の
辛
酸
を
な
め
て
い
る
こ
と
を
、
其
の
二
は
山
雪
の
中
、
山
芋
の
掘
り
出
し
に
失
敗
し
て
家
に
帰
る
と
、
子
モ
が
空
腹

で
呻
い
て
い
る
様
子
を
、
其
三
は
流
浪
中
に
相
談
す
べ
き
兄
弟
は
い
て
も
生
き
別
れ
の
今
は
兄
た
る
私
の
行
き
倒
れ
の
遺
骸
を
弔
う
こ

と
も
か
な
わ
な
い
嘆
き
を
、
其
四
は
遠
い
南
国
に
入
る
妹
た
ち
と
会
え
な
い
嘆
き
を
、
其
五
は
同
谷
の
山
中
を
さ
ま
よ
う
私
の
帰
郷
の

思
い
を
、
其
六
は
同
谷
山
中
の
龍
潭
に
棲
む
と
い
う
龍
に
託
し
て
強
い
帰
郷
の
思
い
を
、
終
章
其
七
は
「
男
児
成
不
成
名
、
身
已
老
」

と
し
て
、
男
児
た
る
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
を
描
く
︒

第
五
句
「
駕
鵝
」「
鶖
鶬
」
は
、
雁
や
鶴
の
一
種
︒
兄
弟
仲
良
く
並
ん
で
空
を
飛
ぶ
と
い
う
︒
杜
甫
の
兄
弟
に
喩
え
る
︒
終
句
に
お
い

て
、
杜
甫
は
自
分
が
死
去
し
た
際
の
杜
一
族
の
後
任
を
下
の
弟
の
杜
穎
に
期
待
し
て
い
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
︒

九　

傷
春
五
首
其
二　
（
春
を
傷
む
五
首　

其
の
二
、
〇
七
一
二
）

鶯
入
新
年
語　

花
開
滿
故
枝 

　

鴬
は
新
年
に
入
り
て
語
り　

花
は
開
き
て
故
枝
に
満
つ

天
淸
風
卷
幔　

草
碧
水
連
池 

　

天
は
清
く　

風
は
幔
を
巻
き　

草
は
碧
に
し
て　

水
は
池
に
連
な
る

牢
落
官
軍
遠　

蕭
條
萬
事
危 

　

牢
落
せ
る
官
軍
は
遠
く　

蕭
条
と
し
て
万
事
危
し

鬢
毛
元
自
白　

涙
點
向
來
垂 

　

鬢
毛　

元も
と

自
ら
白
く　

涙
点　

向き
よ
う
ら
い来垂
る

不
是
無
兄
弟　

其
如
有
別
離 

　

是
れ
兄
弟
の
無
き
に
は
あ
ら
ね
ど　

其
れ
別
離
有
る
を
如い
か
んせ
ん

巴
山
春
色
靜　

北
望
轉
逶
迤 

　

巴
山
春
色
静
か
な
り　

北
の
か
た
を
望
み　

転う
た

た
逶
迤
す

︻
説
明
︼

広
徳
二
年
（
七
六
四
）、
四
川
閬
州
で
の
作
︒
杜
甫
五
十
三
歳
︒
自
分
に
頼
る
べ
き
兄
弟
は
あ
る
が
、
戦
乱
中
に
兄
弟
と
連
絡
が
取
れ

な
い
も
ど
か
し
さ
と
不
安
を
述
べ
る
︒
身
は
遠
く
四
川
に
い
て
、
助
け
合
う
べ
き
兄
弟
は
い
て
も
別
離
し
て
い
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
嘆
き
を
述
べ
る
︒
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十　

送
舎
弟
穎
赴
齊
州
三
首
其
二　
（
舍
弟
穎
の
斉
州
に
赴
く
を
送
る
三
首　

其
の
二
、
〇
七
八
六
）　

風
塵
暗
不
開　

汝
去
幾
時
來 

　

風
塵
暗
く
し
て
開
け
ず　

汝
去
れ
ば
幾
時
か
来
た
ら
ん

兄
弟
分
離
苦　

形
容
老
病
催 

　

兄
弟　

分
離
に
苦
し
み　

形
容　

老
病
を
催
す

江
通
一
柱
觀　

日
落
望
鄕
臺 

　

江
は
通
づ　

一
柱
の
観　

日
は
落
つ　

望
郷
の
台

客
意
長
東
北　

齊
州
安
在
哉 

　

客
意　

長と
こ
しへ
に
東
北　

斉
州　

安
く
に
在
り
や

︻
説
明
︼

山
東
の
役
人
の
任
に
赴
く
実
弟
の
杜
穎
を
見
送
っ
た
詩
︒
杜
穎
は
杜
甫
が
最
も
信
頼
し
て
い
た
直
ぐ
下
の
実
弟
︒
安
禄
山
乱
や
黄
河

の
氾
濫
で
通
信
が
途
絶
え
、
杜
甫
を
苦
し
ま
せ
た
が
、
や
が
て
再
会
し
た
︒
こ
こ
は
、
そ
の
仲
良
し
の
兄
弟
が
分
離
し
て
住
む
苦
し
さ

を
述
べ
る
︒

十
一　

客
居
（
抄
）　
（
客
居
（
抄
）、
〇
八
六
三
）

我
在
路
中
央　

生
理
不
得
論 

　

我
れ
路
の
中
央
に
在
り
て　

生
理　

論
ず
る
を
得
ず

臥
愁
病
脚
廢　

徐
歩
視
小
園 

　

臥
し
て
愁
ふ　

病
脚
の
廃
す
る
を　

徐そ
ぞ

ろ
に
歩
み
て
小
園
を
視
る

短
畦
帶
碧
草　

悵
望
思
王
孫 

　

短
畔　

碧
草
を
帯
び　

悵
望
し
て
王
孫
を
思
ふ

鳳
隨
其
凰
去　

籬
雀
暮
喧
繁 

　

鳳
は
其
の
凰
に
随
っ
て
去
り　

籬
雀
暮
れ
に
喧
繁
た
り

覧
物
想
故
國　

十
年
別
荒
村 

　

物
を
覧
れ
ば
故
国
想
は
る　

十
年　

荒
村
に
別
れ
た
り　

日
暮
歸
幾
翼　

北
林
空
自
昏 

　

日
暮
れ
て
幾
翼
か
帰
る　

北
林
は
空
し
く
自
ら
昏
し

︻
説
明
︼

大
暦
元
年
（
七
六
六
）、
四
川
雲
安
、
杜
甫
五
十
五
歳
︒
粛
宗
下
で
左
拾
遺
の
官
は
得
た
も
の
の
、
家
族
連
れ
の
放
浪
の
旅
は
生
活
設

計
が
相
当
に
厳
し
か
っ
た
よ
う
だ
︒
加
え
て
持
病
の
脚
気
が
進
行
し
、
健
全
な
旅
行
に
不
安
が
あ
っ
た
︒
杜
甫
が
帰
郷
の
手
段
と
し
て

杜
甫
の
「
望
郷
」
と
兄
弟
愛
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船
旅
を
選
択
し
た
の
は
、
旅
費
の
節
約
と
共
に
、
脚
気
の
為
と
も
み
ら
れ
る
︒

第
一
句
「
生
理
」
は
生
計
の
意
︒
第
九
~
十
句
「
覧
物
想
故
国　

十
年
別
荒
村
」
は
、
辺
境
の
四
川
に
お
い
て
、
見
聞
き
す
る
物
全

て
が
十
年
前
に
別
れ
た
故
郷
洛
陽
（
の
陸
渾
荘
）
に
こ
と
づ
け
て
思
い
出
さ
れ
る
と
の
意
で
あ
り
、
こ
の
前
後
の
杜
甫
作
品
が
故
郷
洛

陽
の
風
土
に
比
較
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
立
証
さ
れ
る
︒

十
二　

第
五
弟
豐
、
獨
在
江
左
、
近
三
四
載
、
寂
無
消
息
、
覓
使
寄
此
二
首
其
一 

　
　
　
（
第
五
弟
豊
、
独
り
江
左
に
在
り
、
近
三
四
載
、
寂
と
し
て
消
息
無
し
、
使
を
覓も
と

め
て
此
に
寄
す
二
首 

 

　

其
の
一
、
〇
九
七
九
）

亂
後
嗟
吾
在　

羈
棲
見
汝
難 

　

乱
後　

吾
が
在
る
を
嗟な
げ

く　

羈
棲　

汝
が
難
を
見
る

草
黃
騏
羈
病　

沙
晩
鶺
鴒
寒 

　

草
は
黄
ば
み　

騏
羈
は
病
み　

沙
晩く

れ
て
鶺
鴒
寒
し

楚
設
關
城
險　

呉
呑
水
府
寛 

　

楚
は
関
城
の
険
し
き
を
設
け　

呉
は
水
府
の
寛
き
を
呑
む

十
年
朝
夕
涙　

衣
袖
不
曾
乾 

　

十
年
朝
夕
の
涙　

衣
袖　

曽
て
乾
か
ず

︻
説
明
︼

大
暦
元
年
（
七
六
六
）
作
︒
杜
甫
五
十
五
歳
︒
四
川
夔
州
に
て
︒
第
五
弟
の
杜
豊
は
一
説
に
杜
穎
を
指
す
︒
十
年
前
に
洛
陽
で
別
れ

て
以
来
（「
恨
別
」
詩
参
照
）、
生
存
の
情
報
が
と
ぎ
れ
た
実
弟
の
安
否
に
涙
す
る
杜
甫
の
不
安
な
心
情
が
、
こ
こ
に
羅
列
し
た
そ
の
他

の
詩
篇
と
同
様
、
包
み
隠
さ
ず
吐
露
さ
れ
て
い
る
︒

十
三　

ま
と
め
に
代
え
て　

以
上
、
杜
甫
の
詩
か
ら
、
兄
弟
を
詠
ん
だ
詩
例
十
一
篇
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
（
こ
の
他
、
四
川
や
山
東
で
再
会
し
た
杜
観
や
杜
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穎
に
関
す
る
詩
等
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
た
）︒
検
索
目
的
に
応
じ
た
詩
例
が
次
々
に
検
索
し
得
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た

が
、
実
の
と
こ
ろ
、
杜
甫
の
行
方
不
明
の
実
弟
を
思
う
真
情
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
烈
で
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
る

（
杜
甫
の
従
兄
の
四
兄
に
つ
い
て
述
べ
た
「
狂
歌
行
」︹
〇
八
二
八
︺
は
言
及
を
省
略
し
た
）︒
筆
者
の
読
書
歴
は
浅
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
に

兄
弟
の
安
否
を
心
配
す
る
詩
例
を
、
筆
者
は
、
そ
の
他
の
詩
人
を
含
め
て
知
ら
な
い
︒
杜
甫
が
兄
弟
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
愛
情
は
、

時
限
が
異
な
る
と
は
い
え
、
あ
る
意
味
で
国
家
に
対
す
る
愛
情
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

冒
頭
に
述
べ
た
「
春
望
」
の
花
鳥
問
題
の
解
釈
に
戻
れ
ば
、
当
時
の
杜
甫
の
最
大
関
心
事
は
国
家
で
は
な
く
（
そ
れ
は
当
然
と
し
て
）、

兄
弟
に
あ
っ
た
と
言
え
ば
過
言
で
あ
ろ
う
か
︒
以
下
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
、
本
論
稿
を
纏
め
る
に
当
た
り
、
付
随
す
る
問
題
と
し
て
、

以
下
の
二
点
か
ら
こ
の
問
題
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
︒
論
拠
の
引
証
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
問
題
の
考
察
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸

い
で
あ
る
︒

（
一
）　

杜
甫
の
旅
行
に
同
行
し
た
家
族
と
「
杜
甫
詩
集
」
成
立
の
関
係

杜
甫
は
今
日
で
こ
そ
詩
聖
と
し
て
中
国
文
学
史
上
最
高
の
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、
生
前
は
む
し
ろ
無
名
の
詩
人
で
あ
り
、
湖
南
で

客
死
し
て
も
当
初
は
墳
墓
の
在
処
さ
え
判
然
と
し
な
か
っ
た
︒
そ
の
偉
大
な
詩
業
が
文
壇
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
顕
著
な
出
来
事

は
、
杜
甫
の
孫
に
あ
た
る
杜
嗣
業
の
依
頼
に
よ
っ
て
撰
し
た
元
稹
「
唐
検
校
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
」
が
公
表
さ
れ
て
以
来
の
こ
と

で
あ
る
︒
こ
の
時
ま
で
約
半
世
紀
、
杜
甫
の
詩
名
は
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
杜
嗣
業
、
及
び
元
稹
の
業
績
は
極
め
て
大
き
い
︒

ま
ず
、
杜
甫
の
詩
作
を
纏
め
る
と
い
う
作
業
は
、
当
初
杜
甫
一
族
の
営
為
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
︒
杜
甫
詩
集
の
う
ち
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
か
ら
始
ま
る
故
郷
洛
陽
を
後
に
し
て
の
大
旅
行
は
、
竟
に
帰
郷
す
る
こ
と
の
無

い
死
出
の
旅
で
あ
っ
た
︒
杜
甫
は
旅
の
途
中
に
種
々
の
詩
作
を
残
す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
詩
作
さ
れ
、
清
書
さ
れ
て
、
後

世
に
伝
承
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
興
味
あ
る
テ
モ
マ
で
あ
る
が
、
立
証
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
︒
し
か
し
、
残
さ
れ
た
詩
文
を
丹
念
に
読

み
進
む
と
、
杜
甫
詩
集
の
成
立
に
関
し
て
、
あ
る
仮
説
の
提
示
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
︒
そ
れ
は
、
旅
に
同
行
し
た
杜
甫

の
親
族
、
就
中
、
実
弟
の
穎
、
豊
か
、
ま
た
実
子
の
杜
宗
文
・
杜
宗
武
の
助
言
ま
た
は
協
力
で
あ
る
︒
年
譜
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

特
に
四
川
、
湖
北
時
代
の
杜
甫
は
、
某
地
毎
に
数
年
数
ヶ
月
滞
在
し
な
が
ら
、
時
に
は
耕
作
し
な
が
ら
旅
行
を
続
け
て
い
る
︒
こ
れ
ら

杜
甫
の
「
望
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」
と
兄
弟
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の
日
々
を
体
力
に
乏
し
い
杜
甫
は
何
に
消
費
し
た
か
︒
そ
れ
は
、
今
日
残
さ
れ
た
詩
文
が
雄
弁
に
物
語
る
︒
即
ち
、
土
地
土
地
の
有
力

者
と
の
宴
会
、
名
所
旧
跡
の
訪
問
記
録
が
そ
う
で
あ
る
（
中
で
も
有
力
者
訪
問
は
最
晩
年
の
湖
南
省
に
お
い
て
は
頻
度
が
高
く
な
り
、

ど
う
や
ら
杜
甫
は
帰
郷
の
旅
費
、
便
宜
等
の
工
面
に
奔
走
し
て
い
た
嫌
い
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）︒
お
よ
そ
学
術
論
文
ら

し
か
ら
ぬ
立
証
を
欠
い
た
叙
述
で
あ
る
が
、
杜
甫
は
旅
先
で
時
間
を
工
面
し
て
は
、
そ
の
間
書
き
貯
め
て
い
た
詩
稿
の
整
理
に
取
り
掛

か
り
、
実
弟
や
実
子
の
記
憶
や
記
録
を
加
え
つ
つ
、
旅
中
の
詩
稿
を
次
第
に
増
多
し
て
い
っ
た
過
程
が
考
え
ら
れ
る
︒

（
二
）　

杜
甫
の
若
年
期
作
品
の
散
逸

こ
こ
で
、
二
十
代
以
前
の
杜
甫
作
品
の
散
逸
問
題
に
言
及
し
て
お
き
た
い
︒
周
知
の
よ
う
に
、
現
存
の
杜
甫
詩
に
は
、
文
は
も
と
よ

り
三
十
歳
以
後
の
作
品
が
極
め
て
少
な
い
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
が
目
睹
し
得
た
近
年
の
論
考
は
少
な
い
が
、
お
よ
そ
の
情
況

を
注
に
記
載
す
る（

５
）︒

中
で
も
、
佐
藤
浩
一
氏
は
「
流
通
の
過
程
で
散
逸
し
た
」
と
方
向
付
け
ら
れ
る
︒
以
下
、
拙
稿
は
佐
藤
論
に
啓
発
を
受
け
、
筆
者
の

想
像
を
加
え
る
︒

ま
ず
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）、
玄
宗
の
徴
士
に
応
じ
た
杜
甫
（
四
十
三
歳
）
の
「
進
鵰
賦
表
」
に
、
貴
重
な
自
己
記
録
が
あ
る
︒

自
七
歳
所
綴
詩
筆
、
向
四
十
載
矣
、
約
千
有
余
篇
。（
七
載
よ
り
綴
る
所
の
紙
筆
、
四
十
載
に
向な

ん
なん
と
し
て
、
約
千
有
余
篇
あ
り
。）

三
十
三
年
間
に
詩
文
千
余
篇
の
作
品
数
は
、
年
三
十
篇
、
二
月
に
五
篇
、
相
当
な
作
品
数
で
あ
る
︒
内
容
は
不
明
だ
が
、
大
半
は
科

挙
受
験
の
為
の
模
擬
答
案
と
考
え
ら
れ
る
︒
無
論
、
通
常
の
近
体
詩
も
含
ま
れ
て
い
た
か
︒
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
比
較
的
読
む

に
耐
え
、
科
挙
及
第
に
役
立
ち
そ
う
な
数
篇
は
、
別
途
大
切
に
保
管
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

そ
れ
は
何
処
か
︒
杜
家
一
族
の
拠
点
で
も
あ
る
陸
渾
荘
で
あ
る
︒
拙
稿
で
も
上
述
し
た
「
恨
別
」「
憶
弟
二
首
其
二
」
に
言
及
す
る
陸

渾
荘
に
は
、
杜
甫
の
初
期
詩
文
稿
が
山
と
積
ま
れ
て
い
た
と
想
像
す
る
の
は
、
強
ち
無
理
な
想
定
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
︒
陸
渾
荘
は
杜

甫
一
族
の
大
切
な
絆
の
拠
点
で
あ
る
が
、
そ
の
建
物
は
今
も
続
く
伝
統
的
な
窰
洞
造
り
で
あ
る
︒
七
四
一
年
、
そ
の
完
成
時
に
は
杜
甫
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の
七
歳
（
筆
始
め
）
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
詩
文
（
科
挙
受
験
模
擬
答
案
か
ら
書
道
練
習
帳
、
詩
作
ま
で
種
々
の
作
品
を
含
む
）
が
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
、
上
述
の
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
杜
甫
一
族
が
洛
陽
を
後
に
す
る
と
、
途
端
に
図
書
保

管
事
情
は
一
変
す
る
︒
ま
ず
、
目
的
の
定
ま
ら
な
い
漂
泊
旅
行
に
図
書
を
携
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
一
定
の
場
所
に
保
管
す
る

と
し
て
も
水
や
火
気
を
含
め
て
安
全
は
担
保
さ
れ
な
い
、
等
々
の
事
情
で
あ
る
︒
書
誌
学
者
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
紙
製
の
図

書
が
散
逸
す
る
大
敵
は
火
気
・
水
・
書
虫
で
あ
る
が
、
現
実
の
場
で
は
、
加
え
て
、
無
知
・
無
視
の
問
題
が
あ
る
︒
即
ち
、
生
命
を
賭

け
た
大
旅
行
の
出
発
に
当
た
っ
て
、
杜
甫
の
そ
れ
ま
で
の
佳
作
集
は
、
例
え
そ
れ
が
命
よ
り
も
重
要
だ
と
一
同
が
認
識
し
た
と
し
て
も
、

旅
行
に
携
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
︒
や
む
な
く
信
頼
に
足
る
知
人
や
機
関
に
預
け
る
な
り
、
廉
価
で
売
却
す
る
こ
と
に
な
る
︒
杜

甫
が
書
き
残
し
た
と
証
言
す
る
三
十
年
間
の
多
数
の
詩
篇
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
戦
下
の
日
常
情
況
下
に
お
い
て
、
管
理
不
能
と

な
り
、
自
然
消
滅
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
点
、
白
居
易
の
詩
文
集
七
十
六
巻
が
著
者
の
管
理
下
に
置
い
て
順

調
に
詩
篇
を
蓄
積
し
て
い
て
い
る
の
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
︒

紙
製
の
図
書
は
、
火
事
（
戦
火
・
火
災
）
や
水
害
等
で
散
佚
し
易
い
︒
印
刷
術
が
発
達
す
る
以
前
の
手
書
き
の
時
代
で
あ
れ
ば
尚
更

で
あ
る
︒
こ
の
他
、
実
は
関
係
者
（
伝
承
者
）
の
無
知
・
無
視
に
よ
る
伝
承
の
断
絶
も
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
︒
確
か
な
根
拠
に

基
づ
く
論
術
が
困
難
な
今
、
推
論
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
三
十
余
年
間
に
千
余
篇
も
の
記
録
が
あ
る
作
品
が
現
在
殆
ど
伝
承

し
な
い
の
は
、
本
論
稿
で
述
べ
来
た
っ
た
漂
泊
人
生
の
然
ら
し
む
る
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
︒
あ
た
か
も
そ
の
作
品
を
社
会
に
公
表
し

た
次
世
代
の
元
稹
の
友
人
白
居
易
が
多
く
の
詩
文
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
現
象
と
好
対
照
を
成
し
て
い
る
︒

注

（
１
）  

『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
二
三
年
︒

（
２
）  

引
用
詩
題
に
付
し
た
四
桁
番
号
は
、
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
︒

（
３
）  

「
恨
別
」
詩
に
つ
い
て
は
筆
者
の
前
稿
参
照
︒
な
お
、
杜
甫
の
親
族
・
友
人
・
知
人
等
に
つ
い
て
は
、
陳
冠
明
・
孫
愫
婷
『
杜
甫
親
眷
交

遊
行
年
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
︒

杜
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（
４
）  

松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
付
歴
代
詩
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
三
二
八
~
三
三
一
頁
︒

（
５
）  

陳
尚
君
「
杜
詩
早
期
流
伝
考
」

　
　

  
　
　
　
　
（『
唐
代
文
学
叢
考
』
所
収
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
︒
初
出
一
九
八
二
年
）

　
　

  
佐
藤
浩
一
「
杜
甫
に
お
け
る
若
き
日
の
詩
―
散
逸
、
そ
れ
と
も
破
棄
」

　
　

  

　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
『
中
国
古
籍
文
化
研
究
:
稲
畑
耕
一
郎
教
授
退
休
記
念
論
集
』
下
巻
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

　
　

  

長
谷
部
剛
『
杜
甫
詩
文
集
の
形
成
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年
）
等
︒
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